


  

 

計
画
停
電
に
至
っ
た
政
治
的
思
惑
、
関
西
電
力
の
対
応
の
ま
ず
さ

な
ど
も
指
摘
さ
れ
た
が
、
た
と
え
実
際
に
計
画
停
電
が
行
わ
れ
る
可

能
性
は
低
い
と
い
え
ど
も
、
医
療
に
携
わ
る
以
上
準
備
を
怠
ら
ず
、

対
応
す
る
と
決
議
さ
れ
た
。 

７
月
11
日
病
診
連
携
委
員
会
を
開
催
し
、
各
病
院
の
担
当
医
師
、

事
務
出
席
の
も
と
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
、

病
院
主
治
医
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
計
画
停
電
時
の
速
や
か
な
患
者

収
容
の
お
願
い
を
行
っ
た
。
（
計
画
停
電
時
優
先
的
に
電
力
供
給
さ

れ
る
病
院
が
北
区
内
に
６
施
設
あ
っ
た
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
北
消
防
署
に
、
計
画
停
電
時
救
急
搬
送

対
応
希
望
の
在
宅
医
療
機
関
２
施
設
、
透
析
医
療
機
関
１
施
設
、
入

院
、
手
術
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
１
施
設
の
合
計
４
医
療
施
設
の

連
絡
先
を
伝
え
、
本
人
家
族
の
承
諾
の
う
え
人
工
呼
吸
器
、
在
宅
酸

素
を
行
っ
て
い
る
11
名
の
患
者
登
録
を
行
い
、
計
画
停
電
の
際
の
緊

急
時
に
は
、
連
携
先
の
病
院
に
搬
入
の
協
力
を
約
束
し
た
。 

２
０
１
２
年
は
、
久
し
ぶ
り
に
酷
暑
の
夏
で
あ
っ
た
。
毎
日
Ｔ
Ｖ

で
発
表
さ
れ
る
電
力
使
用
予
想
を
睨
み
90
％
を
超
え
る
７
月
末
か
ら

８
月
に
か
け
て
は
、
行
政
の
エ
ア
コ
ン
、
蛍
光
灯
が
、
昼
休
み
に
一

時
停
止
に
な
っ
て
い
た
。
製
造
会
社
も
作
業
時
間
の
変
更
を
行
う
な

ど
、
ま
さ
に
国
民
あ
げ
て
節
電
に
協
力
し
た
と
言
え
る
。 

結
局
、
危
惧
さ
れ
た
計
画
停
電
は
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
日
没
も

少
し
早
ま
っ
た
８
月
25
日
に
理
事
班
長
会
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
席
で
、

「
節
電
の
夏
、
平
時
の
省
電
力
の
工
夫
や
停
電
等
非
常
時
対
応
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
」
。
と
い
う
内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
。
（
横
組
み
ペ
ー
ジ
に
あ
る
理
事
班
長
会
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
Ｐ
105
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
） 

巷
で
は
、
今
回
の
計
画
停
電
は
、
大
飯
原
発
再
稼
働
に
向
け
た
政

府
の
脅
し
で
あ
る
と
い
う
声
も
聞
く
。
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
が

来
る
の
に
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
今
の
医
療

は
す
で
に
電
気
な
し
で
は
全
く
成
立
し
な
い
状
態
で
あ
る
、
資
源
の

な
い
日
本
と
い
う
国
が
原
発
に
よ
っ
て
湯
水
の
ご
と
く
電
気
を
使
え

る
と
い
う
幻
想
が
、
２
０
１
１
・
３
・
11
に
崩
れ
去
っ
た
今
、
国
民
、

政
治
家
皆
が
顔
を
突
き
合
わ
せ
て
最
も
討
議
す
べ
き
は
、
目
先
の
景

気
回
復
よ
り
、
原
発
に
依
存
し
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
政
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
国
の
行
く
末
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。 




